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ASTRO-H 硬X線イメージャ(HXI)は、焦点距離 12 m の多層膜スーパーミラーとの組み合わせで、9′.2× 9′.2
の視野と 1′.8角 (HPD)の撮像精度をもち、5–80 keV を 1 ∼ 2 keV (FWHM) で分光する撮像分光検出器である。
イメージャは 4層のシリコンと 1層のCdTe 半導体で作られた両面ストリップ検出器で構成される。これをBGO
アクティブシールド 9ユニットで囲むことで、検出器バックグラウンドを下げている。2014年末現在、HXIの
2台の衛星搭載品 (Flight Model : FM)の製造は終わり、環境試験、機能試験および性能試験を進めている。こ
れまでに、HXI1-S、HXI2-Sともにイメージャもシールドも予定通り読み出せていることが確認されている。先
行する HXI2-S は詳細な低温試験、熱真空試験も終了し、環境試験も突破した。放射線源を用いた測定により、
Mn-Kαの 5.9 keV X線から 241Amの 60 keVまでの帯域で、要求を満たす分光性能と、撮像能力を実証した。現
在、HXI1-Sを鋭意試験するとともに、あわせて解析ソフトの開発と検出器応答関数の較正を進めている。


